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I 論文要旨
し 問題意識
新 江 孝
今日の激しい競争環境のなかで企業が存続し成長していくためには， 戦略が何
よりもまして重要となってきている。 管理会計は経営管理のための会計であるか
ら， 企業経営において戦略が重視されるのであれば， 管理会計研究においても戦
略の問題を真正面から取り上げる必要性が出てくる。 では， 管理会計研究におい
て “戦略" はどのような形で取り上げることができるのであろうか。
従来から， 管理会計研究において戦略問題についての考察がなされてきてはい
るが， その際にはどちらかといえば特定の研究テーマに対して焦点が当てられて
いたことが多かったように思われる。 あるいは， “戦略と管理会計との関係性"
に焦点が当てられている場合であっても， 特定の関係性を暗黙的に前提として考
察が行われていることが多かったようである。 本論文では， “戦略と管理会計と
の関係性" を3つの観点から整理し， その関係性には実に多様な形態がありうる
ことを主に文献研究を通じて確認していくことを課題としている。 今後， 管理会
計研究において戦略問題に取り組む際には， 特定の研究テーマを対象とし， 特定
の関係性を前提とせざるを得ないとしても， その研究が “戦略と管理会計との関
係性" の全体象のどこに位置するかを明確に意識する必要があると考えるからで
ある。
本論文では， 上記のような目的を持って， 戦略問題を取り扱っている既存の管
388 
理会計研究について検討している。 そのため， 文献研究が主な内容ではあるが，
若干の実態調査も行っている。
考察対象として具体的に取り上げる研究テーマは， 先行研究を参考にして， 次
の6つとした。
① S廿ategic Management Accounting (戦略的管理会計， 以下SMAとする)
研究(SMA概念の提唱者であるSimmondsの研究)
② Shank & GovindarajanによるS廿ategic Cost Management (戦略的コスト
マネジメント)研究
③ Kaplan & N ortonによるB alancedScorecard (バランスト・ スコアカード，
以下BSCとする)研究
④ Simonsによるマネジメント・コントロールシステムに関する研究(特に
インターラクテイブ・ コントロールシステムについての研究)
① コンティンジェンシ一理論からの戦略と管理会計システムとの関連性につ
いての研究
⑤ 解釈的アプローチからの戦略と管理会計システムとの関連性についての研
，時金
ノU
本論文では， “戦略と管理会計との関係性" については， 次の3つの観点(問
題意識)に整理している。
第1に， 戦略論自体に多様なアプローチが存在しているのであれば， その多様
な戦略論との関係で管理会計研究についても検討していく必要があるとの問題意
識である。 戦略論に関しては， 先行研究に従い， 次のような4分類のフレームワ
ークを採用することにした。 すなわち， ポジショニング・アプローチ(企業 “外
部" の “要因" に着目する)， ゲーム ・アプローチ(企業 “外部" との相互作用
の “プロセス" に着目する)， 資源アプローチ(企業 “内部" の “要因" に着目
する)， 学習アプローチ(企業 “内部" に知識が蓄積される “プロセス" に着目
する)の4分類である。 なぜなら， この分類では， 企業外部と企業内部の視点が
基礎にあり， そこに要因とプロセスという静的視点と動的視点、の区別が加味され
ていて， シンプルながらもSWOT分析に代表される戦略の基本的なアイデアと
うまく整合していると考えられるからである。
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第2に,戦略の策定や実行に役立つ新たな管理会計手法の開発などを主に志向
した研究(ツール研究)なのか,あるいは戦略との関連で特定の管理会計手法の
運用過程に着目した研究(プロセス研究)なのか,という問題意識である｡この
管理会計のツール研究,プロセス研究という分類は,戦略論の分野における戦略
内容研究,戦略プロセス研究という分類を参考にしたもので,本論文で著者が新
たに提唱するものである｡
第3に,特に管理会計システムに着日し,戦略が管理会計システムに影響する
のか,あるいは管理会計システムが戦略に影響するのか,という問題意識である｡
これは｢組織は戦略に従う｣のか,あるいは｢戦略は組織に従う｣のかという命
題を管理会計システムに当てはめたものといえる｡
このように"戦略と管理会計との関係性"を3つに整理するのは,数多くの文
献を検討した結果,筆者なりに得た結論である｡そして,そのように整理しうる
ことを,前記の6つの研究テーマを個々に検討する際に合わせて確認していきた
いと考えている｡
2.概要
本論文は,次の表題をもつ各章によって構成されている｡
序　章
第1車　戦略的管理会計研究の依拠する経営戦略概念
第2章　戦略的管理会計概念の検討～多様な研究内容の存在～
第3章　シモンズによる戦略的管理会計研究
～ポジショニング･アプローチの確認～
第4章　シャンク&ゴビンダラジャンによる戦略的コストマネジメント研究
～ゲーム･アプローチからの検討～
第5章　キャブラン&ノートンによるバランスト･スコアカード研究
～戦略論との関係性～
第6章　サイモンズによるインターラクテイブ･コントロールシステムの研究
～学習アプローチからのバランスト･スコアカードの検討～
第7章　コンティンジェンシー理論からの管理会計システムの研究
～経営戦略に関するプロセス研究～
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第8章　経営戦略と管理会計システムとの関係性
～影響要因としての管理会計システムの働き～
第9章　戦略的管理会計実践の調査
結　章　要約と将来の展望
付　録　戦略的管理会計関連の文献資料
以下,各章の概略について順に述べていく｡
序章では,本論文での具体的な検討に入る前の準備段階として,戦略には多様
な定義がある点,戦略の策定と実行とを明確に区分することは必ずしも好ましい
とはいえない点,戦略論には多様なアプローチがある点について考察した｡さら
に,本論文で取り上げる6つの具体的な研究テーマおよび"戦略と管理会計との
関係性"の3つの視点を検討した｡
第1章では, SMA概念を明示的に用いている研究を対象に,その依拠してい
る戦略論アプローチについて調査した｡まず,戦略論の分類フレームワークにつ
いて検討を加えた｡次に,そのフレームワークに照らして,既存研究に関してそ
の分類を行った｡結果として,ポジショニング･アプローチ-の偏向が明らかに
なった｡さらに,管理会計研究をツール研究とプロセス研究とに分けることがで
きること,および戦略が会計システムに影響するだけでなく,会計システムが戦
略に影響することもありうることが,この調査の過程で明らかになった｡
第2章では, SMA概念自体を明確にする目的で,先行研究について検討を行
った｡結果として,本論文では基本的にSMAとは戟略論の成果と管理会計とを
結びつけようとする試みを意味するとの立場をとることを明らかにした｡
第3章では, Simmondsの提唱するSMA研究について検討を加えた｡その理
由は, (a)そもそもSMA概念はSimmondsによって最初に提唱されたものであり,
そして(b)SMA概念を取り扱っている研究の非常に多くが, Simmondsの研究に
敬意を払って, Simmondsあるいはその研究を引き継いだBromwichのSMA概
念に依拠しているためである｡そして(C)SMA実践に関する調査結果によると,
Bromwichの提案は実務ではほとんど採用されていないのに対して, Simmonds
の提案は実務では思いの外多く採用されているためである｡戦略論の成果などに
照らしながら検討を行った結果,いくつかの問題も兄いだされた一方で,その検
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討の過程からは,長期的視点の重要性,外部の視点と内部の視点のバランスの重
要性,戦略を含めコンテクストに照らして管理会計データを解釈することの重要
性といった貴重な示唆が得られた｡
第4章では, Shank & GovindarajanによるStrategic Cost Management研究に
ついて検討を行った｡前章では,戦略に照らしてデータを解釈することの重要性
が示されたので,この章では,同じデータであっても戟略論が異なれば解釈が異
なることを明らかにしようと試みている｡ Shank & Govindarajanの研究は, Por-
terの戦略論(ポジショニング･アプローチ)に依拠している点が明確なので,
彼らの研究を取り上げることにした｡そして,ゲーム･アプローチに依拠した管
理会計研究はほとんど存在していないので,著者なりの試みとして,彼らの研究
について, Brandenburger　&　Nalebuffの戦略論(ゲーム･アプローチ)の立場
から新たに検討を加えた｡
第5章では, Kaplan　&　NortonによるBSC研究について検討した｡彼らの研
究を取り上げたのは,多様な戦略論との関係性が想定され,さらに昨今の管理会
計研究のうち,最も注目を集めているものの一つだからである｡具体的には,ポ
ジショニング･アプローチ,資源アプローチ,ゲーム･アプローチ,学習アプロ
ーチとBSCとがどのような関係にあるのかについて明らかにした｡結果として,
いずれのアプローチにも適応できることが判明した｡ただし,特に学習アプロー
チとの関係では,注意すべき点もあることを指摘した｡
第6章では, Simonsによるマネジメント･コントロールシステムに関する研
究について,そのうち特にインターラクテイブ･コントロールシステムとBSC
との関係について,学習アプローチの立場から検討した｡それは,前章での考察
から, BSCを学習アプローチの戦略論に適応させるには注意すべき点もあるこ
とが明らかになったからである｡結果として, BSCにおける業績尺度をどのよ
うにするといったBSCの内容自体よりは, BSCの"用い万"が鍵となることが
明らかになった｡それは,本論文で採用している分類によれば,管理会計のプロ
セス研究に位置づけられるものである｡
第7章では,コンティンジェンシー理論からの戦略と管理会計システムとの関
連性についての研究を検討対象とした｡この事のねらいは,戦略との関連で,管
理会計のプロセス研究という方向性の存在を確認することである｡たとえば,コ
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ンテインジェンシー理論からの研究では,同じ予算システムであっても,戦略に
応じてそれが重視されていたり,あまり重視されていなかったりと,その用いら
れ方が異なる点について検討がなされていることを確認した｡
第8章では,解釈的アプローチからの戦略と管理会計システムとの関連性につ
いての研究を主な考察対象とした｡この章での問題意識は,戦略が会計システム
に影響するのか,それとも会計システムが戦略に影響するのかということである｡
まず,前章のコンティンジェンシー理論からの研究および一部のケース･スタデ
ィでは, ｢会計システムは戦略に従う｣との立場を採っていることを確認した0
次いで,逆に｢戦略は会計システムに従う｣ことがありうる点を明らかにしてい
る研究について紹介した｡そして,その代表的な研究では,解釈的アプローチが
採られているため,そのアプローチについても検討を加え,最終的には会計シス
テムが組織の中で用いられている姿を解明することの重要性,換言すればプロセ
ス研究の重要性について指摘した｡
第9章では, SMA実践に関する実態調査の結果を明らかにした｡まず,先行
研究について紹介した｡次いで,筆者も関与したわが国における実態調査の結果
について提示した｡ただ,当該調査はSMAのみに焦点を絞ったものではないた
め,かなりラフな結果しか得られていないという限界もある｡
結章では,本論文での考察結果を要約した後,戦略との関連で新たな管理会計
の体系を構築することの必要性について検討を行った｡
なお,付録の戦略的管理会計関連の文献資料では,第1章および第2章での調
査において使用した文献リストを提示し,その内容などについても簡単に紹介し
た｡
各章での検討内容について,前述の本論文の問題意識との関連でみると次のよ
うになる｡まず,個々の研究テーマとの関係で整理すると,第1章から第3章ま
で,および第9章では,前記①のSMA概念を明示的に取り上げている研究を対
象としている｡第4章では,前記②のShank&GovindarajanによるStrategic
Cost Management研究を対象としている｡第5章では,前記③のKaplan & Norton
によるBSC研究を対象としている｡第6章では,前記④のSimonsによるマネ
ジメント･コントロールシステムに関する研究を対象としている｡第7章では,
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前記(釘のコンティンジェンシー理論からの戦略と管理会計システムとの関連性に
ついての研究を対象としている｡第8章では,前記⑥の解釈的アプローチからの
戦略と管理会計システムとの関連性についての研究を対象としている｡
多様な戦略論との関係で整理すると,第1章では,まずSMA研究の依拠する
戦略論を明らかにしている｡第3章では,ポジショニング･アプローチとの関連
で検討している｡第4章では,ポジショニング･アプローチおよびゲーム･アプ
ローチとの関連で検討している｡第5章では,特に資源アプローチおよび学習ア
プローチとの関連で検討している｡第6章では,学習アプローチとの関連で検討
している｡
管理会計のツール研究かプロセス研究かという点から整理すると,第3章と第
4章で取り上げた研究は,ツール研究として位置づけることができる｡第5章で
取り上げた研究については,ツール研究として位置づけられるだけでなく,実は
その背景にプロセス研究があることを確認している｡第6章から第8章で取り上
げた研究は,プロセス研究として位置づけることができる｡
戦略と会計システムとの関係性の点から整理すると,第6章で取り上げた研究
については,会計システムが戦略に影響するという関係性が想定されていると解
釈できる｡第7章で取り上げた研究では,戦略が会計システムに影響するという
関係性が想定されている｡第8章では,特に会計システムが戦略に影響するとい
う関係性を想定している研究に対して注目した｡
本論文の特徴は,前記のような6つの研究テーマを直接的には取り上げながら
も,基本的な軸足は｢戦略と管理会計との関係性がいかにあるか｣ということに
あり,そのような観点から個々のテーマについて検討を加えていくという多重的
な構造になっていることにある｡
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1.本論文の課題と構成
本論文は, ｢戦略と管理会計との関係性｣には多様な形態がありうる点を明ら
かにすることを目的としている｡従来の研究では,どちらかといえば特定の研究
テーマに対して焦点が当てられていたり,あるいは｢戦略と管理会計との関係性｣
に焦点が当てられている場合であっても,暗黙的に特定の関係性を前提として考
察が行われていたりすることが多かった｡本論文では,直接的には個々の研究テ
ーマを取り上げながらも, ｢戦略と管理会計との関係性｣を3つの観点から整理
し,その関係性には実に多様な形態がありうることを主に文献研究を通じて確認
していくことを試みたものである｡本論文は,次の表題をもつ各章によって構成
されている｡
く論文構成)
序　章
第1章　戦略的管理会計研究の依拠する経営戦略概念
第2章　戦略的管理会計概念の検討～多様な研究内容の存在～
第3章　シモンズによる戦略的管理会計研究
～ポジショニング･アプローチの確認～
第4章　シャンク&ゴビンダラジャンによる戦略的コストマネジメント研究
～ゲーム･アプローチからの検討～
第5章　キャブラン&ノートンによるバランスト･スコアカード研究
～戦略論との関係性～
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第6章　サイモンズによるインターラクテイブ･コントロールシステムの研究
～学習アプローチからのバランスト･スコアカードの検討～
第7章　コンティンジェンシー理論からの管理会計システムの研究
～経営戦略に関するプロセス研究～
第8章　経営戦略と管理会計システムとの関係性
～影響要因としての管理会計システムの働き～
第9章　戦略的管理会計実践の調査
結　章　要約と将来の展望
付　録　戦略的管理会計関連の文献資料
序章では,本論文での具体的な研究テーマ,および｢戦略と管理会計との関係
性｣について本論文で採用する3つの視点が明示されている｡そして,戦略論に
ついての概略的な考察がなされている｡
第1章から第3章では,戦略的管理会計概念を明示的に取り上げている研究を
対象に検討がなされている｡第1章では,戦略的管理会計について,その依拠す
る戦略論について文献調査が行われている｡結果として,ポジショニング･アプ
ローチの戦略論(外部の視点を重視し,どちらかといえば静態的な分析を行う戦
略論)への偏向が明らかにされた｡第2章では,戦略的管理会計という概念自体
を明確にする目的で,先行研究について検討がなされている｡最終的に,本論文
で戦略的管理会計をどのように理解するかが明らかにされている｡第3章では,
第2章での検討結果を受け,戦略的管理会計概念の提唱者であるシモンズの研究
について,戦略論の研究成果などに照らしながら検討が加えられている｡
第4章では,戦略的コストマネジメント概念の提唱者であるシャンク&ゴビン
ダラジャンの研究について検討が行われている｡具体的には,学位請求者の独自
の試みとして,シャンク&ゴビンダラジャンの研究に対して,ブランデンバーガ
-&ネイルパフの戦略論(ゲーム･アプローチ)の立場からの再検討がなされて
いる｡
第5章では,昨今の管理会計研究のうち最も注目を集めているキャブラン&ノ
ートンによるバランスト･スコアカード(BSC)研究について,多様な戦略論と
の関連性という観点から検討がなされている｡結果として,いずれの戦略論にも
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適応できることが明らかにされた｡さらに,特に学習アプローチの戦略論(内部
の視点を重視し,動態的な分析を行う戦略論)との関係で,注意すべき点が指摘
されている｡
第6章では,第5章での検討結果を受け,サイモンズによるマネジメント･コ
ントロールシステムに関する研究について,そのうち特にインターラクテイブ･
コントロールシステムとBSCとの関係について,学習アプローチの戦略論の立
場から検討されている｡結果として, BSCの"用い方"が鍵となることが明ら
かにされた｡それは,学位請求者が提案している概念によると,管理会計のプロ
セス研究に位置づけられるものである｡
第7章では,戦略と管理会計システムとの関連性についてコンティンジェンシ
ー理論のフレームワークから行われている研究が検討対象とされている｡結果と
して,たとえば同じ予算システムであっても,戦略に応じてそれが重視されたり,
あるいはあまり重視されなかったりと,その用いられ方が異なるとされ,管理会
計のプロセス研究という方向性の存在が確認された｡
第8章では,戦略と管理会計システムとの関連性について解釈的アプローチか
ら行われている研究が主な検討対象とされている｡問題意識は, ｢戦略が会計シ
ステムに影響する｣のか,それとも｢会計システムが戦略に影響する｣のかとい
うことである｡最終的には,会計システムが組織の中で用いられている姿を解明
することの重要性,換言すれば管理会計のプロセス研究の重要性が指摘されてい
る｡
第9章では,学位請求者が関与した戦略的管理会計の実践に関する実態調査の
結果が先行研究と対比しながら明らかにされている｡
結章では,本論文での考察結果を要約した後,戦略との関連で新たな管理会計
の体系を構築することの必要性が明らかにされている｡
なお,付録の戦略的管理会計関連の文献資料では,第1章および第2章での調
査で用いられた文献リストが示され,その内容などが簡単に紹介されている｡
2.本論文の特徴
本論文では,大量の文献研究に基づく体系的な検討によって,戦略と管理会計
との間に多様な関係性があることを明らかにされており,その点で学会に対する
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貢献が期待される｡具体的には,次の3つの特徴が評価に値すると思われる｡
第1の特徴は,管理会計研究の分野においてわが国で初めて,戦略と管理会計
との関係性について体系的に検討している点にある｡従来から, ｢戦略に対して
管理会計がどのように貢献するか｣といった問題意識に基づく研究はいくつかな
されてきている｡けれども,本論文によると,そのような問題意識は｢戦略と管
理会計との関係性｣のほんの一面にすぎないことが判明する｡管理会計研究にお
ける戦略問題の取り扱いについて多様な形態がありうることを本論文では指摘し
ており,今後の研究を位置づけるフレームワークになりうるといえる｡
第2の特徴は,基本的には文献研究というスタイルを採りながらも,オリジナ
ルな形で体系化を試みている点にある｡換言すれば,先行研究の単なる紹介に終
わっているわけではない｡具体的には, (∋多様な戦略論の存在を前提に,どのよ
うな戦略論に依拠しているのか, ②戦略との関連で,管理会計のツール研究なの
かプロセス研究なのか, ③戦略が会計システムに影響するのか,会計システムが
戦略に影響するのか,といった3つの視点からの整理が提案されている｡このう
ち,管理会計のツール研究,プロセス研究という分類自体も学位請求者により新
たに提唱された概念である｡
さらに,個々の研究テーマについても独自の視点からの検討が加えられている｡
たとえば,ゲーム･アプローチの戦略論(外部の視点を重視し,動態的な分析を
行う戦略論)を取り入れた管理会計研究は海外でもほとんど行われていないが,
第4章ではそのような試みがなされている｡
第3の特徴は,非常に多くの文献資料(主に英語文献)に基づいて伝統的なス
タイルでの研究が行われている点にある｡わが国でも本論文と同様のタイトルを
もつ著書がいくつか発表されているが,それらの内容はどちらかといえば実践的
な提案に関するもので,本論文のような文献研究を主としたものとは性格を異に
する｡海外に目を転じてみれば, ｢戦略と管理会計はどのような関係にあるか｣
といった問題意識に基づく文献研究が,数少ないながらもいくつか行われている
が,本論文のようにこれほど多くの文献資料を用いて著書として発表された研究
は,海外でもみることはできない｡
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3.本論文の問題点ないし課題
本論文には,以上のようなすぐれた特徴がある｡しかし,本論文について,全
く問題点や課題がないわけではない｡第1に,理論的にはともかく実践的にみて
管理会計に戦略論をどのように組み込むかの視点が本論文では明確でなかった｡
第2に,本論文が学説史研究とも言える理論研究である関係で,実務の実証的な
裏づけが十分であるとはいえない｡第3に,本論文での記述の仕方は非常に丁寧
で疑義が生じることはほとんどないが,学位請求者自身の強い主張が前面に強く
押し出されていないように感じられる箇所がみられるところもあった｡ただし,
本論文は学説史としての立場から執筆されていることを考えれば,以上の指摘は
"ないものねだり''であり,本論文の学界-の貢献をいささかも否定するもので
はないと許しうる｡
4.本論文の評価
以上に述べたように,本論文では戦略と管理会計との関係性について,大量の
文献資料に基づいて体系的で微香な検討がなされている｡戦略と管理会計との関
係性に関連のある個々の研究テーマを具体的には取り上げながらも,問題意識を
一貫して｢戦略と管理会計との関係性｣に置きながら,独自の視点からより掘り
下げた検討が加えられている｡特にその関係性を, ①多様な戦略論との関係性,
②ツ-ル研究/プロセス研究, ③戦略が会計システムに影響する/会計システム
が戦略に影響する,という3つの関係性に整理しうることを明らかにした点にお
いて管理会計における先駆的業績であり,優れた内容を備えていると評価できる｡
以上を勘案すると,本論文は学位の称号を与えるだけの十分な資格を有すると認
めうる｡
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